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後
地
　
由
香
さ
ん

ち
ば
わ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災

は
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
大
地
震
で
、
特
に
大

津
波
と
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
出
て

お
り
ま
す
。

　

尊
い
命
を
奪
わ
れ
た
方
、

ま
た
、
ご
遺
族
の
皆
様
に
は

心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も

早
く
災
害
か
ら
の
復
興
を
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

船
橋
市
で
も
多
く
の
ボ
ラ

　犬猫たちの命を救うため、日夜
惜しまぬ努力をしている人たちが
います。
　後地さんは７年前に取手市在住
の動物愛護ボランティアの方か
ら、生後４カ月になる１匹の黒い
犬を譲り受けたのが、このボラン
ティアをするきっかけとなりまし
た。全国で年間８万匹の犬、19
万匹の猫が殺処分されている現状
はあまりにも悲しいと、保護セン
ターより引き取り、散歩したり、
しつけをして次の譲渡先家庭へ
と、つなぎの役目をしています。
後地さんと公園を散歩している写
真の犬３匹（うち１匹は預かり犬）
は非常に良くしつけされており、

人間と共生していく上で大切なも
のを教えてくれているように思い
ます。不幸な動物を増やさないた
めにも　・迷子札を付ける　・マ
イクロチップを装着して登録する

（迷子札が外れた場合でも照合す
れば飼い主の下に帰る場合が多い
そうです）　・繁殖制限（不妊去
勢手術）をする等を心がけてほし
いと後地さんは話されます。そし
て終生家族の一員として大切にし
ていただける方を探しています。

「ちばわんボランティア」の詳細
につきましては、下記ホームペー
ジをご覧ください。
ちばわんHP http://animal‐note.
cool.ne.jp/

（写真と文）白石ちとせ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が
被
災
地

で
の
が
れ
き
撤
去
作
業
や
避

難
さ
れ
て
来
ら
れ
た
方
の
お

世
話
、
被
災
地
へ
の
救
援
物

資
の
仕
分
け
作
業
、
街
頭
で

の
義
援
金
募
金
活
動
に
お
手

伝
い
く
だ
さ
り
、改
め
て「
互

助
」「
共
助
」
の
大
切
さ
を

痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
国
内
だ
け
で
は
な

く
、
世
界
中
が
応
援
し
て
お

り
、「
が
ん
ば
ろ
う
日
本
」

を
合
言
葉
に
力
強
い
日
本
に

生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
信
じ

て
い
ま
す
。

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
以

下
、「
市
社
協
」）
で
は
、
今

年
３
月
に
「
第
２
次
船
橋
市

地
域
福
祉
活
動
計
画
」（
以

下
、「
第
２
次
活
動
計
画
」）

（
平
成
23
年
度
～
27
年
度
の

５
カ
年
）を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の「
第
２
次
活
動
計
画
」

で
は
、
重
要
課
題
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
の
た
め
各
地
区
社
協
で

義
援
金
募
金
が
行
わ
れ
、
ま

た
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
も
３
月
25
・
28
・
29
・
30

の
４
日
間
、
京
成
船
橋
駅

コ
ン
コ
ー
ス
に
お
い
て
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

様
と
と
も
に
街
頭
募
金
を

　

3
月
11
日
（
金
）
午
後
2

時
46
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9
・
0
と
い
う
前
代
未
聞
の

東
日
本
大
震
災
が
発
生
、
特

に
津
波
に
よ
る
被
害
は
想
像

を
絶
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し

た
。
県
下
に
お
い
て
も
津
波
、

液
状
化
現
象
に
よ
る
被
害
が

あ
り
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
支
援
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
震
災
発
生
時
に
、

市
社
協
お
よ
び
地
区
社
協
が

実
施
主
体
で
行
わ
れ
て
い
る

「
安
心
登
録
カ
ー
ド
事
業
」

登
録
者
の
安
否
確
認
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
登
録
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
匿
名
で
「
声
を

掛
け
て
い
た
だ
き
安
心
し
ま

し
た
」
と
の
報
告
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
が
目
指
す
「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
」
と
し
て
少
し
で

も
役
に
立
つ
支
援
体
制
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
「
安
心
登
録
カ
ー

ド
」
の
登
録
者
は
4
千
３
６

５
人
（
３
月
末
現
在
）
で

す
。

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
額
１
１
６
万
５

１
５
９
円
は
、
千
葉
県
共
同

募
金
会
を
通
し
て
被
災
さ
れ

た
方
々
の
た
め
に
有
効
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

皆
様
の
善
意
に
厚
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
ご
協
力
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

は
継
続
し
て
取
り
組
み
、
実

施
し
て
い
な
い
課
題
に
つ
い

て
は
実
現
で
き
る
よ
う
に
懸

案
事
項
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決

し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　
「
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
の
か
」
と
い
う

理
念
や
方
針
を
明
確
に
し

て
、
市
社
協
と
し
て
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す

る
と
と
も
に
、
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
（
以
下
、「
地
区

社
協
」）
と
緊
密
な
連
携
を

と
り
、
地
域
福
祉
を
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

地
域
社
会
は
地
域
住
民
の

皆
様
が
主
役
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
町
会
・
自
治
会
、

民
生
児
童
委
員
、
学
校
関
係

者
、
各
種
団
体
の
皆
様
方
の

ご
支
援
の
も
と
で
福
祉
の
推

進
が
図
ら
れ
て
お
り
、
今
後

も
市
社
協
と
24
地
区
の
地
区

社
協
が
共
に
「
支
え
合
い
」

と
「
い
た
わ
り
合
い
」
の
心

を
基
本
に
し
て
、「
誰
も
が

自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

（
地
域
づ
く
り
）」
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
特
集

版
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

安
心
登
録
カ
ー
ド
の
活
用

募金おねがいします

東
日
本
大
震
災
義
援
金
募
金

第
２
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
沿
っ
た

地
域
福
祉
の
推
進
を

社
会
福
祉
法
人
船
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会　

会
長　

石
井　

庄
太
郎
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平
成
23
年
度
の
事
業
計
画

と
予
算
が
理
事
会
お
よ
び
評

議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉

制
度
改
革
に
よ
り
地
方
の
時

代
、
地
域
重
視
の
観
点
か
ら

各
種
施
策
が
推
進
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
核
家

族
化
が
進
み
、
住
民
の
連
帯

感
が
希
薄
化
し
て
お
り
、「
無

縁
社
会
」
と
も
言
わ
れ
、
社

会
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々

は
ま
す
ま
す
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
第
2
次
活
動

計
画
」(

23
年
度
～
27
年
度)

に
基
づ
き
、「
誰
も
が
自
分
ら

し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り(

地
域
づ

く
り)

」
を
目
指
し
、
市
社
協

と
地
区
社
協
が
連
携
・
協
働

し
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
厳
し
い
財
政
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
と
ら
え
て
「
財
源

の
確
保
」、「
事
務
事
業
の
見

直
し
」、「
経
費
の
削
減
」
に

努
め
、
的
確
か
つ
効
率
的
な

事
業
運
営
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　【
重
点
項
目
】

①
市
社
協
の
運
営
基
盤
強
化

お
よ
び
自
主
財
源
の
確
保　

　

市
社
協
の
運
営
基
盤
強
化

を
図
る
上
で
の
自
主
財
源
の

確
保
と
し
て
、未
加
入
町
会
・

自
治
会
へ
の
加
入
依
頼
を
積

極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
収

益
事
業
の
開
拓
に
つ
い
て
、

財
政
部
会
お
よ
び
事
業
部
会

で
検
討
協
議
を
行
い
、
新
た

な
収
益
事
業
の
確
保
に
努
め

る
。

②
地
域
福
祉
推
進
の
基
盤
と

し
て
の
地
区
社
協
の
充
実
強

化
　

地
区
社
協
が
実
施
す
る
各

事
業
へ
の
助
成
支
援
を
図
る

と
と
も
に
、
情
報
提
供
の
充

実
に
努
め
、
ま
た
、
研
修
等

で
事
務
局
員
の
資
質
の
向
上

に
努
め
る
。

③
第
2
次
活
動
計
画
の
推
進

　
「
第
2
次
活
動
計
画
」
の

進
捗
状
況
の
把
握
お
よ
び
提

言
、
助
言
や
実
践
に
向
け
て

の
課
題
の
整
理
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
活
動
計
画
推
進
委

員
会
を
新
た
に
設
置
し
、
推

進
に
努
め
ま
す
。

④
安
心
登
録
カ
ー
ド
事
業
の

促
進

　

災
害
時
や
緊
急
時
に
速
や

か
な
支
援
・
救
援
が
図
ら
れ

る
よ
う
事
業
の
普
及
や
周
知

に
努
め
る
と
と
も
に
、
支
援

体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
事
業
の
充
実

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

発
掘
や
育
成
を
図
る

た
め
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
情
報

提
供
を
図
り
、
市
民
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
市
民
大

学
校
と
の
連
携
強
化
に
努
め

る
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研

修
・
講
座
な
ど
を
開
催
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

⑥
災
害
時
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
等
の
検
討

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

基
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
訓
練

お
よ
び
災
害
時
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
災
害
対
策
基
金
」

設
置
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

⑦
ふ
な
ば
し
高
齢
者
等
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

　

判
断
能
力
の
十
分
で
な
い

高
齢
者
・
障
が
い
者
が
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
援
助
や
金
銭
管
理
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は

「
成
年
後
見
制
度
利
用
支
援

事
業
」の
実
施
を
見
据
え
て
、

日
常
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談

業
務
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

⑧
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

お
よ
び
福
祉
銀
行
貸
付
事
業

の
充
実

　
「
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付

事
業
」
や
「
福
祉
銀
行
の
貸

付
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
い

ま
だ
経
済
不
況
に
よ
る
借
入

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
職
員
体
制
を
強
化
し
、

離
職
等
に
よ
る
生
活
困
窮
者

へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
福
祉
銀
行
の
原
資
の
確

保
に
努
め
、
貸
し
付
け
内
容

の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

⑨
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営

　

指
定
管
理
者
と
し
て
受
託

し
た
中
央
・
南
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
管
理
運
営
を
行

い
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
一
層
努
め
る
と
と
も

に
、
適
切
な
管
理
運
営
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

⑩
福
祉
大
会
の
開
催

　

5
年
に
1
度
開
催
し
、
福

祉
功
労
者
に
対
し
て
表
彰
を

行
う
と
と
も
に
、
市
民
の

方
々
に
対
し
て
福
祉
意
識
の

向
上
を
図
り
、
地
域
福
祉
の

さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
、
10

月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

昨
年
12
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ

う
あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
」

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
心
温
ま
る
た
く

さ
ん
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

募
金
の
配
分
に
つ
い
て
は
、

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
お
よ

び
中
央
共
同
募
金
会
の
実
施

要
領
に
基
づ
き
、
左
記
の
通

り
配
分
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
２３
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算

「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り（
地
域
づ
く
り
）」

を
目
指
し
て
予 算 額
６億１千
９百万円

平成22年度歳末たすけあい募金配分金
区　　　　分 単　価 世帯・人数等 金　　額

要保護世帯 13,000 円 642 世帯 8,346,000 円

地域活動支援センター等
（小規模作業所等） 100,000 円 24 団体 2,400,000 円

当事者団体
（障がい者団体等） 10 団体 965,000 円

地区社協（10 周年記念啓発物品） 24 地区 162,750 円

地区社協啓発物品 24 地区 169,050 円

在宅福祉サービス
（助けあい組織活動） 100,000 円 15 地区 1,500,000 円

子どもの遊び場維持管理 25 ヵ所 2,429,190 円

地域福祉（お休み処） 3 ヵ所 1,435,000 円

広報活動費
（ふなばし福祉） 585,000 枚 4,724,580 円

ボランティア育成
講座・研修 307,637 円

合　　　計 22,439,207 円

法人運営事業
62,964千円
（10.2％）

地域ぐるみ福祉
ネットワーク事業
153,414千円
（24.8％）

福祉銀行事業
21,495千円
（3.5％）

共同募金
配分金事業
42,605千円
（6.9％）

権利擁護事業
22,670千円
（3.7％）

振興資金貸付事業
2,806千円
（0.5％）

退職金
5,432千円
（0.9％）

福祉リフトカー事業
5,233千円
（0.8％）

米寿記念写真事業
2,074千円
（0.3％）

老人クラブ自動車
支援事業・

児童健全育成事業
10,528千円
（1.7％）

送迎バス活用事業
1,680千円
（0.3％）

自動販売機事業
12,754千円
（2.1％） 売店事業

121,161千円
（19.5％）

当期末支払資金残高
52,022千円
（8.4％）

中央・南老人
センター事業
90,790千円
（14.7％）

総　　額
619,908千円

受託事業
12,280千円
（1.8％）

平
成
２２
年
度

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
報
告

（収 入）　　　　　　　 平成23年度　各会計予算� （千円）

科　　　目 合　計 一般会計 公益事業会計 収益事業会計
会費収入 27,600 27,600 0 0
寄付金収入 6,010 6,010 0 0
経常経費補助金収入 177,387 177,387 0 0
受託金収入 122,075 102,560 19,515 0
事業収入 97,732 4,390 0 93,342
貸付金事業収入 18,900 18,900 0 0
共同募金配分金収入 42,605 42,605 0 0
負担金収入 410 410 0 0
手数料収入 8,532 0 0 8,532
雑収入 91 91 0 0
受取利息配当金収入 160 124 0 36
会計単位間繰入金収入 34,561 34,561 0 0
経理区分間繰入金収入 2,000 2,000 0 0
経常収入計 （1） 538,063 416,638 19,515 101,910

施設整備等補助金収入 0 0 0 0
施設整備等寄付金収入 80 80 0 0
固定資産売却収入 0 0 0 0
施設整備等収入計（2） 80 80 0 0

借入金収入 0 0 0 0
積立預金取崩収入 0 0 0 0
その他の収入 11,629 11,629 0 0
財務活動収入計 （3） 11,629 11,629 0 0

前期末支払資金残高 （4） 70,136 34,835 0 35,301

収入合計 （5）＝（1）+（2）+（3）+（4） 619,908 463,182 19,515 137,211

（支 出）
人件費支出 206,353 168,250 5,747 32,356
事務費支出 21,238 16,262 50 4,926
事業費支出 123,673 102,327 13,063 8,283
貸付事業等支出 21,137 21,137 0 0
共同募金配分金事業費 42,605 42,605 0 0
助成金支出 61,457 58,201 306 2,950
負担金支出 1,008 1,008 0 0
貸付金利息支出 2,257 2,257 0 0
商品仕入費 50,000 0 0 50,000
会計単位間繰入金支出 34,561 0 349 34,212
経理区分間繰入金支出 2,000 2,000 0 0
経常活動支出計 （6） 566,289 414,047 19,515 132,727

基本財産取得支出及び繰入金支出 10 10 0 0
施設整備等支出計 （7） 10 10 0 0

積立預金積立支出 1,587 399 0 1,188
その他の支出 0 0 0 0
財務活動等支出計 （8） 1,587 399 0 1,188

当期末支払資金残高 （9） 52,022 48,726 0 3,296

支出合計 （10）＝（6）+（7）+（8）+（9） 619,908 463,182 19,515 137,211



�平成２３年５月№７２（３）

福祉用具レンタル・販売

介護保険指定福祉用具貸与事業者

住 宅 改 修

株式会社スペースケア
船橋市栄町1-21-28　TEL・437-1111

営業時間　AM9：00～PM17：30／日・祝 休業

市
役
所
ロ
ビ
ー
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

み
な
さ
ま
か
ら
の
会
費
が
地
域
福
祉
を
支
え
ま
す

〜
会
費
納
入
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　
市
社
会
福
祉
協
議
会（
市
社
協
）で
は
、民
間
団
体
と
し
て「
支

え
合
い
」と「
い
た
わ
り
合
い
」の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、地
区

社
会
福
祉
協
議
会（
地
区
社
協
）活
動
の
促
進
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ

ま
な
地
域
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、皆
様
か
ら
納
入
し
て

い
た
だ
く
会
費
が
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
お
り
、市
社
協
で
は
、

毎
年
７
月
に
は
町
会
・
自
治
会
長
宛
に
、８
月
に
は
法
人
・
団
体

・
特
別
会
員
の
皆
様
宛
に
、会
費
納
入
の
ご
依
頼
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
地
域
福
祉
活
動
を
直
接
的

・
間
接
的
に
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑴
　
賛
助
会
費
（
町
会
・
自
治
会
に
お
願
い
し
て
）
　

　
　
年
額
１
世
帯
　
３
０
０
円

　
（
納
め
て
い
た
だ
い
た
会
費
の
う
ち
40
％
相
当
額
は

　
　
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
充
て
ら
れ
ま
す
）

⑵
　
特
別
会
費
（
個
人
会
費
）
年
額
１
口
　
１
０
０
０
円

⑶
　
法
人
会
費
（
会
社
関
係
）
年
額
１
口
　
１
０
０
０
０
円

⑷
　
団
体
会
費
（
各
種
団
体
）
年
額
１
口
　
１
０
０
０
０
円

　
　
　
　◎
振

　込

　先

　
市
内
各
郵
便
局
　

　
　
口
座
番
号
　
０
０
１
２
０
―
５
―
４
６
６
５
７

　
　
船
橋
市
本
町
２
丁
目
７
番
８
号
　

　
　
社
会
福
祉
法
人
　
船
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
銀
行
振
込
先
　
千
葉
銀
行
船
橋
支
店

　
　
口
座
番
号
　
１
４
７
９
４
５
０

　
　
社
会
福
祉
法
人
　
船
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
　
会
長
　
石
井
　
庄
太
郎

　
※
振
込
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

（
敬
称
略
）

12　

月　

分

○
１
万
３
８
１
円　

た
か
だ

ま
さ
あ
き
（
夏
見
）
○
１
万

４
９
３
０
円　

三
須
亘
（
宮

本
）
○
１
万
円　

鳥
光
昌
江

（
東
船
橋
）
○
１
４
５
０
円　

喫
茶
去
会
○
１
万
円　

ナ
ル

ク
船
橋
○
５
０
０
０
円　

荒

井
勢
津
子
（
宮
本
）
○
３
万

８
５
９
９
円　

船
橋
市
子
ど

も
会
育
成
連
絡
会
○
３
０
０

０
円　

杉
村
清
美
（
行
田
）

○
４
万
６
２
６
０
円　

馬
込

斎
場
売
店
募
金
箱
○
２
万
２

９
４
４
円　

㈱
エ
ヌ
・
テ
ィ
・

テ
ィ
・
ソ
ル
コ
○
１
万
１
６

０
３
円　

飯
芝
親
孝
会
○
11

万
２
８
０
６
円　

習
志
野
台

地
区
舞
踊
交
歓
会
○
４
万
円　

舞
舞
の
会
○
１
万
円　

矢
橋

敏
雄
（
海
神
）
○
３
０
０
０

円　

安
達
マ
ツ
子（
北
本
町
）

○
１
万
円　

小
島
勉（
本
町
）

○
83
万
４
９
７
８
円　

匿
名

１　

月　

分

○
６
８
０
７
円　

た
か
だ
ま

さ
あ
き
（
夏
見
）
○
１
万
円　

鳥
光
昌
江
（
東
船
橋
）
○
１

万
３
５
４
０
円　

そ
ご
う
･

西
武
労
働
組
合
船
橋
支
部
○

10
万
円　

鉄
道
信
号
㈱
船
橋

工
事
所
○
４
６
２
０
円　

キ

ル
ト
メ
モ
リ
ー
○
２
万
円　

市
川
友
の
会
○
５
０
０
０
円

荒
井
勢
津
子
（
宮
本
）
○

１
万
６
６
２
円　

㈱
エ
ヌ
・

テ
ィ
・
テ
ィ
・
ソ
ル
コ
○
３

０
０
０
円　

安
達
マ
ツ
子

（
北
本
町
）２　

月　

分

○
５
万
２
２
３
円　

七
林
自

治
会
○
５
２
９
１
円　

た
か

だ
ま
さ
あ
き
（
夏
見
）
○
１

万
円　

鳥
光
昌
江（
東
船
橋
）

○
５
０
０
０
円　

荒
井
勢
津

子
（
宮
本
）
○
３
０
０
０
円　

安
達
マ
ツ
子
（
北
本
町
）
○

１
万
６
６
５
円　

㈱
エ
ヌ
・

テ
ィ
・
テ
ィ
･
ソ
ル
コ

３　

月　

分

○
４
８
２
４
円　

た
か
だ
ま

さ
あ
き
（
夏
見
）
○
１
万

円　

鳥
光
昌
江
（
東
船
橋
）

○
５
０
０
０
円　

荒
井
勢
津

子
（
宮
本
）
○
４
０
４
２
円　

福
祉
バ
ス
「
ふ
れ
あ
い
」
募

金
箱
○
１
万
１
７
４
８
円　

㈱
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
ソ

ル
コ
○
３
０
０
０
円　

安
達

マ
ツ
子
（
北
本
町
）
○
車
椅

子
１
台　

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ

イ
同
和
損
害
保
険
㈱
○
ク
ッ

キ
ー
他
食
料
品　

一
般
社
団

法
人
京
葉
食
品
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
協
議
会

善
意
の
輪

善
意
の
輪

　

高
根
・
金
杉
地
区
は
、
大

型
団
地
の
金
杉
台
団
地
と
緑

台
団
地
が
あ
り
、
そ
の
は
ざ

ま
に
住
宅
地
と
林
や
田
畑
が

あ
る
自
然
が
多
い
地
域
で
す
。

　

平
成
22
年
10
月
現
在
、
人

口
１
６
，
０
５
１
人
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
4
，
６
７
３

人
、
高
齢
化
率
は
29
・
1
％

で
、
ご
多
分
に
漏
れ
ず
高
齢

　

平
成
22
年
度
は
１
０
１
個

の
寄
贈
を
い
た
だ
き
、
手
数

料
を
除
い
た
回
収
収
益
13
万

８
５
９
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
40
％
ず
つ
が
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
と
財
団

法
人
日
本
ユ
ニ
セ
フ
（
国
連

児
童
基
金
）
協
会
に
還
元
さ

れ
、
５
万
５
４
３
６
円
が
市

化
が
進
ん
で
い
る
の
が
現
状

で
す
。
そ
の
中
で
、
私
た
ち

民
生
児
童
委
員
24
人
と
主
任

児
童
委
員
2
人
の
26
人
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
1
回
の
定
例
会
は
行

政
か
ら
の
伝
達
事
項
の
ほ
か
、

高
齢
者
地
域
ケ
ア
チ
ー
ム
会

議
の
報
告
・
事
例
発
表
な
ど

に
つ
い
て
の
意
見
交
換
や
、

報
研
修
対
策
・
児
童
対
策
問

題
研
究
部
会
に
分
か
れ
て
討

議
し
、
研
修
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
社
協
で
は
全

員
評
議
員
に
な
っ
て
お
り
、

「
福
祉
ま
つ
り
」「
出
前
ミ
ニ

デ
イ
」「
未
来
っ
子
ク
ラ
ブ
」

「
地
区
社
協
菜
の
花
会
」「
緑

台
助
け
あ
い
の
会
」「
金
杉

台
助
け
あ
い
の
会
」
な
ど
の

出
前
講
座
を
利
用
し

て
の
勉
強
会
の
ほ

か
、
定
例
会
終
了
後

自
立
支
援
対
策
・
広

お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま

す
。担
当
地
区
で
は「
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
」（
児
童
の
登
下

校
時
の
見
守
り
な
ど
の
活

動
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

守
秘
義
務
の
あ
る
中
で
、

高
齢
者
問
題
・
生
活
上
の
問

題
・
子
供
の
虐
待
問
題
な
ど

複
雑
で
難
し
い
時
代
で
す

が
、
私
た
ち
民
生
児
童
委
員

は
行
政
と
地
区
連
・
在
宅
支

援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
、

福
祉
向
上
の
た
め
、
地
域
の

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
長
年
に
わ
た
り
民
生
児

童
委
員
の
方
々
に
「
心
配
ご

と
相
談
所
」
の
相
談
員
と
し

て
委
嘱
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

現
在
、
相
談
所
の
相
談
件

数
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
や

行
政
に
お
け
る
各
種
相
談
窓

口
も
多
く
設
置
さ
れ
、ま
た
、

「
地
区
社
協
」
が
す
で
に
地

域
で
の
身
近
な
窓
口
と
し
て

の
相
談
業
務
を
行
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年

３
月
末
日
を
も
っ
て
「
心
配

ご
と
相
談
所
事
業
」
を
廃
止

い
た
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
多
く
の
相
談
員

（
民
生
児
童
委
員
）
の
皆
様

方
、
ま
た
、
相
談
室
と
し
て

借
用
し
て
お
り
ま
し
た
公
民

館
（
４
カ
所
）・
三
咲
Ｊ
Ａ

の
長
年
に
対
す
る
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、

厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

◆
廃
止
相
談
所

　

①
中
央
相
談
所

　

②
塚
田
相
談
所

　

③
薬
円
台
相
談
所

　

④
高
根
台
相
談
所

　

⑤
三
咲
相
談
所

「
心
配
ご
と
相
談
所
事
業
」

廃
止
の
お
知
ら
せ
！

社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
不
要
入
れ
歯
も

貴
重
な
資
源
で
す
。
皆
様
の

引
き
続
き
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

○
船
橋
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

○
市
社
会
福
祉
協
議
会

○�

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

�（
東
・
西
・
南
・
北
・
中

央
の
各
セ
ン
タ
ー
）

○�

各
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

　

�（
湊
町
・
法
典
・
薬
円
台
・
高
根

台
の
４
地
区
社
協
を
除
く
）

不
要
入
れ
歯
の
回
収

　
　
平
成
２２
年
度
報
告

分析量（ｇ） 単　価 金　額

金 28.3 3,294 93,220

パラジウム 25.5 1,748 44,574

銀 86.7 71 6,156

プラチナ 0.2 4,458 892

こ
ん
に
ち
は
！

民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す

高
根
・
金
杉
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

お役に立ちます！

高齢者パワー！

　襖・障子の張替え、宛名書き（毛
筆）、駐車場、自転車置き場、マンショ
ンなどの管理、簡単な事務補助等の
お仕事を承ります。

　その他、臨時的・短期的・軽易な
業務とされる仕事をお引き受けいた
しますので、お気軽にご相談下さい。

問い合わせ先
㈶船橋市生きがい福祉事業団
☎435－1255
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船橋市

http://homepage3.nifty.com/funabashi-volunteer

ボランティアセンターボランティアセンター

船橋市社
会福祉協議会内

　

東
日
本
大
地
震
と
い
う
未

曽
有
な
災
害
に
遭
わ
れ
た
被

災
者
の
皆
様
に
は
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
船

橋
漁
港
も
液
状
化
現
象
で
潮

干
狩
り
も
中
止
。
パ
ン
と
ラ

ー
メ
ン
で
一
週
間
過
ご
し
た

次
第
で
す
。
昭
和
25
年
に
上

　
「
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
」
は
東
日

本
大
震
災
の
影
響
で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

京
し
た
頃
サ
ツ
マ
芋
の
配
給

に
行
列
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
、
今
ま
で
の
飽
食
の
つ
け

が
回
っ
て
来
た
の
か
な
？
単

１
乾
電
池
を
求
め
に
行
っ
た

ら
懐
中
電
灯
と
セ
ッ
ト
で
な

い
と
売
っ
て
く
れ
な
い
。
船

橋
漁
港
で
『
水
神
祭
』
が
行

わ
れ
た
。
一
日
も
早
く
復
興

を
願
い
た
い
。�

Ｋ
・
Ｗ

発　

足　

平
成
12
年

会
員
数　

11
人

代
表
者　

涌
井　

栄
作

民
謡
賢
秀
会

さ
わ
か
ぜ
グ
ル
ー
プ

手
踊
り
な
ど
で
毎
回
１
時

間
。
こ
れ
ま
で
19
カ
所
に

累
計
で
約
9
0
0
回
伺
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
半
は
顔
な
じ
み
に

な
っ
た
入
・
通
所
の
皆
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

こ
と
は
、
今
私
ど
も
に
も

生
き
が
い
で
あ
り
、
感
謝

の
慰
問
で
す
。

　

少
し
で
も
良
い
歌
を
ご

提
供
し
た
く
、
練
習
に
も

精
を
出
す
日
々
で
す
が
、

当
グ
ル
ー
プ
も
高
齢
化
が

進
み
、
引
き
継
い
で
く
だ
さ

る
仲
間
探
し
が
課
題
で
す
。

　

民
謡
教
室
の
師
匠
の
応

援
で
仲
間
と
始
め
た
介
護

施
設
慰
問
。
三
味
線
と
尺

八
の
演
奏
で
民
謡
を
主
に

懐
メ
ロ
と
童
歌
・
詩
吟
や

あ
と
が
き

分かち合ってつながろう

お
詫
び

本社・工場：〒273-0014 千葉県船橋市高瀬町32番地
TEL.047-431-9166(代）FAX.本社：047-433-6232/工場：047-437-6668
E-mail：dtp@shinposha.co.jp    http://www.shinposha.co.jp 

コミュニケーションツールの
ことなら私達におまかせください。

豊富な実績と
確かな技術。

創業55年創業55年

◇みんなで見守り活動＝安心して住み続けられるまちづくりを目指して◇

　
皆
さ
ん
に
背
中
を
押
さ
れ
、
平
成
22
年
８
月
に
船
橋
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
以
下
市
社
協
と
記
載
）
会
長
に
就
任
。

市
社
協
は
住
民
福
祉
を
拡
大
し
て
、
皆
さ
ん
に
「
船
橋
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン
の
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
、
新
し
く

『
市
社
協
だ
よ
り
』
を
発
行
し
ま
し
た
。

昨
年
11
月
に
は
県
社
協
と
県
内
54
市
町
村
社
協
が
一
堂
に
会

し
、「
災
害
支
援
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。
い
ざ
と
い
う
時

の
心
強
い
支
援
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
り
ま
す
。

２
月
21
日
、
お
忙
し
い
会
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
広
報
『
ふ
な
ば
し
福
祉
』
の
役
割
と
期
待
す
る
こ
と

は
何
で
す
か
。

　
就
任
後
発
行
さ
れ
た
『
市
社
協
だ
よ
り
』
の
目
的
は

何
で
す
か
。

　
現
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
意
見
を
聞
く
場
を
お
考
え

で
す
か
。

　
地
域
２4
カ
所
の
地
区
社
協
事
業
に
つ
い
て
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
増
え
な
い
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ

ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
増
や
せ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

　
船
橋
市
が
中
核
市
に
な
り
、
人
口
の
増
加
が
続
い
て

い
ま
す
が
、
地
元
に
就
職
す
る
人
は
少
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
加
え
て
「
無
縁
社
会
」、
絆
が
薄
い
と
い

わ
れ
る
昨
今
で
す
。
児
童
・
高
齢
者
の
方
々
に
も
福
祉

活
動
の
情
報
を
伝
え
、
お
互
い
に
「
住
み
よ
い
地
域
に

し
よ
う
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
年

３
回
『
ふ
な
ば
し
福
祉
』
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

船橋市社会福祉協議会
会  長　石井 庄太郎

◦昭和10年８月�船橋市本町生まれ
◦前市民生児童委員協議会長
◦前本町地区民生児童委員協議会長
◦元旧本町２丁目町会長
◦前本町地区社会福祉協議会長
◦元ボーイスカウト船橋第一団長
◦平成19年11月　藍綬褒章受章
◦家族　妻　一男一女　孫
多くの方々と会うことが楽し
みのひとつとなってきました。

　３月11日、予想だにしな
かった大震災となり、日を経
るに従って市民感覚に変化が
見られるようになり、お互い
に思いやる気持ちが出てきた
のではないでしょうか。

　
地
区
社
協
設
立
10
年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
市
社
協

の
業
務
を
で
き
る
だ
け
開
示
し
、
随
時
役
員
お
よ
び
関

係
機
関
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
の「
生
の
声
」

を
聞
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
意
見
の
交
換
を
通
し
て
互
い
に
理
解
し
合
え
る
場

を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
設
立
10
周
年
を
経
過
し
、
各
地
区
社
協
の
特
色
あ
る

活
動
に
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
各
活
動
は
地
域
の

方
々
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
結
晶
と
理
解
さ
れ

る
の
で
、
そ
の
特
色
を
生
か
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が

大
切
と
考
え
ま
す
。

　
誰
も
が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

生
活
の
多
様
化
、
習
慣
の
異
な
る
方
々
の
集
合
体
で
あ

る
こ
と
を
意
識
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
、
心
が
け
が
大

切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Q.

Q.

Q.

Q.Q.

A.

A.

A.

A.A.

平成22年度　船橋市
ボランティアセンター

〈ボランティア依頼状況〉
施 設 ・
福祉団体など 在 宅

高 齢 者
（特養・グループホーム） 165件 34件

障がい児者 64件 96件

母子・保育 104件
そ の 他
（自治会・福祉団体・学校） 114件

合 計 577件

〈ボランティア登録人数〉
217グループ 3,655人
個　　人 450人
合　　計 4,105人

メッセージ

〈ボランティア保険について〉
　平成23年度より、船橋市では市
民活動に直接参加する方に対して、
傷害補償及び損害賠償補償が対象と
なる、船橋市市民活動総合補償制度
を導入しました。それに伴い、ボラ
ンティア保険も船橋市市民活動総合
補償制度に移行しましたので、保険
料の負担はなくなりました。

傷害保険　本人の事故
死 亡 500万円

後遺障害 500万円
（限度額）

医 療
通院1日 2,000円

（90日限度）
入院1日 3,000円

（180日限度）

賠 償 責 任 保 険
事 故 2億円

（限度額）
免責金額
（自己負担額） 5,000円


